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17. 雪腐黒色小粒菌核病菌における菌群の分化

[要約]

複合種である雪腐黒色小粒菌核病菌においては生物型A、 B、 Cの分布は異なる。Aは多

雪地帯に局在する一つの生物種で、Bと Cは積雪条件に適応した連続変異を示すもう一つの

生物種であり、Cは Bのエコタイプである。
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[背景 。ねらい]

雪腐黒色小粒菌核病菌は3つの生物型からなり、各々の生態的地位の分化が明らかにされて

きた。多雪地帯に局在する生物型Aについては、単子葉植物を侵す菌群と双子葉植物を侵す菌

群の二つに分化している可能性について、また、生物型Bと Cについては、遺伝的関係と生態

的な差異の面から各生物型の特徴を明らかにしようとした。

[成果の内容・ 特徴]

交配不和合性因子の解析結果から、単子葉、双子葉植物に寄生するそれぞれの生物型Aは

同一の生物種であることがわかった。また、生物型Bと Cも 、一つの生物種であり、Cは B

のエコタイプであると考えられた。

① 生物型Aは単子葉、双子葉植物に病原性をもつ。それぞれ代表的な宿主であるアルファ
ルファルファとペレニアルライグラスに由来する菌株の交配不和合性因子を同定した (表

1)。 その結果、両菌株間に共通な不和合性因子が多数検出され、これらは一つの生物種

であることが確認された。

② l)生物型Bは 、積雪が比較的安定した地帯に、生物型Cは、積雪が不安定な地帯に分布

してヽヽる (表 2)。

2)生物型Bと Cの交配試験により、両者は交配不和合性因子を共有していることから、

同一の生物種を構成している (表 3)。

3)以上のことから、生物型Bと Cは 、積雪条件に適応した連続変異を示す一つの生物種

であると結論される。しかし、生物型 Cは 、不安定な積雪環境に適応した生物型Bのエ

コタイプと考えられるので、生物型Cを普通の生物型Bと 区別する場合には、生物型B

の「小型菌核フォーム」と呼ぶことを提唱する。

[成果の活用面・ 留意点]

① 雪腐黒色小粒菌核病菌に関する基礎的知見となる。また、各地域で発生している生物型
を知ることができるため、それに対応した抵抗性系統を選抜することが可能なる。

-33-



[具体的データ]

表 1 出 来 を 異 に す る生 物 型 A幽 株 の 交 配 不 和 合 性 因 子 表 2  積 雪 条 件 と雪 腐 小 粒 菌 核 病 菌 の 分 布 と の 関 係
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